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C (x， y)二石生r叫 2手)e叫-ずら)(1) 
で表わされる。乙乙で，
x 風向に沿った風下距離 (m) 
y: X軸に直角な水平距離 (m) 
U:風速 (鳴)
Q:煙源から単位時間あたり排出される














? ? ? (3) 
で表わされる。また有効煙突高HeはcoNC A WEの
式を用いると 9 っきの式で与えられる。
L1H 二 0.175QH1/2/u3/4 (4) 
(5) He 二 Ho+ L1H 
ζこで， Ho 煙突の実高 (m) ， L1H :煙の上昇高さ
(m) ， QH: 煙の排出熱量 ~ρaQocp L1 T (cal/ s )，
r:a内排ガ《ス密度(=1. 225x 103g/ rJ) ， Qo・総排ガス










風向 :NW 風速については弱風(1.6m/ s) ，大気安定
度としては2 (弱いてい減または中立)を選んだ。
煙源位置を凶 1(こp 煙源資料(矧笑I司き SO，排出主主，
総排出量9 排力、ス温)を表11乙ぷす。拡散シミュレーシ
ョンの結果をSO，濃度分布として図2，ミ 41こ示す。計算
対象域は10kmXI0km，メッシュ幅はL1x ~ 169.5m， L1Y 
表 1 可児工業団地 a周辺地域計画煙源資料
{立 間 煙突 排出 SO排2山量
煙番源号 高さ ガス量X Y 
(mJ (mJ (mJ (Nm'/SJ (Cf!sJ ("C 
10 2875 4825. 15 0.1010 50.6 120. 
20 2875. 4825. 15 0.0320 16.1 120. 
30 2925. 5500. 10 。.1360 67.9 120. 
40 2925 5500 11 0.0620 31. 2 120町
50 3350 4200。 17 2.1440 1072.0 120. 
60 3350. 4200. 17 2.1440 1072巳O 120. 
70 30αJ. 3975. 18 5司0240 251. 2 120. 
80 3000. 3975町 12目 0.7200 34.0 120. 
90 3000目 4325. 10. 1.5210 760.5 120. 
100 29ω 4175. 4 0.0050 2.3 120 
110 3075 4175. 5 。司0020 0.8 120 
120 3025 5ヨ25. 12 2.0950 1047.6 120 
130 3025 4850. 6. 0.0050 2.6 120 
140 3125 4375 25. 0.1440 71.8 120 
150 3100. 5050. 17. 2.1440 1071. 9 120 
160 550. 6900. 70. 57.9670 28983.6 120 
170 550 6900. 70町 0.8450 422.4 120. 
180 550 6900. 28. 6.8680 3433.8 120 
190 5日) 6900. 17. 1.9400 970.0 120. 
2以) 575. 6550 21. 4.3240 2162.0 120 
210 5ウ75、J 6550. 23. 4.2260 2113.0 120 
220 575. 6550. 21. 4.2260 2113.0 120. 
230 575 6550. 21. 3.1640 1582目。 120 
240 1075 8025. 20. 7.4250 3712.0 120. 
250 1075 8025 23. 4.9020 2451. 0 120 
260 1075. 8025. 15. 3.6080 1804.0 120 
270 4075 6600. 32 1 .3370 663.5 120 
280 1975. 9200. 28. 13.1140 6557.2 120. 
290 1975 9200. 17司 6.3550 3177.7 120 





~60ppblL低下している。いずれも 1 時間前( 100ppb) 








N 1.6m/s ST: 2 
図2 拡散計算による二酸化硫黄濃度分布












NW 1. 6m/ s ST; 2 





そこで， No.160の煙源lこ脱硫装置を設置(脱硫率 100%) した
ときの汚濃度分布を計算した(図 5)0 60-80ppb の汚
染面積は，計画通り脱硫装置を設置しないとき(図4) 
l乙比べ，約.Ya'乙なるが， 60-80ppbの汚染域はなくなら
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胤 nddirection 問 5T，2 
1.6m!s ST; 2 













図8 拡散計算による千二酸化硫黄濃度分布(対策 4) 



















































辺はそれより lレベル下の 5-10ppbで9 年平均的には
良好なt環境が保たれている。
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